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 本日、気候ネットワークおよび個人株主３名は、三菱UFJフィナンシャル・グループ（以下、
MUFG）の株主として、同社に対してパリ協定の目標に沿った投融資を行うための計画を決定し、開
示することを求めた株主提案を提出しました（注1・注2）  。これにより、投資家がMUFGの投融
資にかかる気候変動リスクを適切に評価し、投資判断できることを確保すること、またMUFGが
気候変動リスクを削減し、企業価値を維持向上することを目的としています。 
  
 MUFGはこれまでに、環境方針やサステナビリティに関する方針を定め、石炭火力事業へのプ
ロジェクト・ファイナンスをゼロにする方針等を掲げています。しかし、今なお国内外の化石
燃料や森林破壊に関連する事業に多額の資金提供を続けており、石炭産業への過去2年の融資総
額は世界3位、化石燃料部門への過去5年の融資・引受額は世界6位、パーム油産業への過去4年
の融資・引受額は世界7位と、気候変動を加速する事業に世界最大規模の融資・引受を行ってい
ます。現行の方針では、1.5℃目標の達成に不可欠な2050年ネットゼロを実現できず、パリ協定
の目標とは全く整合していません。MUFGが真にネットゼロを達成しようとするならば、例外な
く化石燃料や森林破壊への投融資をやめなければなりません。 
 
 近年、海外の金融機関らによる石炭火力発電事業への支援中止や投融資からの撤退が進んで
います。最近では、英HSBCが、2040年までに石炭火力発電や発電用石炭開発への融資を段階的
に廃止する方針を決定し、全セクターの中短期戦略を含む戦略の策定・公表とその進捗報告に
ついて5月の株主総会で提案すると報じられています。また、米シティグループは、石炭火力の
拡大を計画する新規顧客への融資を2021年以降引き受けず、今後20年間でほぼすべての石炭火
力企業への融資を段階的に廃止する計画を記した方針を、米国大手銀行として初めて発表して
います。 
 
 気候ネットワークの国際ディレクターの平田仁子は、「MUFGのポリシーは幾分かの強化が図
られていますが、現状ではパリ協定と全く整合していません。特にコーポレートファイナンス
を含む全ての投融資をパリ協定に整合させるには、会社として、短期及び中期の目標を含む経
営戦略を決定し、早々に実質的な行動を起こし、気候変動に伴う投資リスク・評判リスクを招
かない対応が必要です。」と述べています。 
 
 マーケット・フォース（Market Forces）エネルギーキャンペーン担当である福澤恵は、「MU
FGが化石燃料へのファイナンスから軸足を移しきれていないことは、世界的な競争相手行の方
針や行動の転換が急速に進む中、株主にとって大きな不安材料です。2040年までに全世界の石
炭火力発電所の稼働を停止させなければならない中、プロジェクト・ファイナンスに限定した
残高ゼロ目標は不十分です。MUFGは投融資先企業が2040年までに脱石炭を達成するために、ど
のように支援するか計画を示すべきです。」と指摘しています。 
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 レインフォレスト・アクション・ネットワーク（RAN）日本代表である川上豊幸は、「MUFG
は、森林破壊や土地紛争といった問題を抱える『紛争パーム油』に最も多額の資金を提供して
いる銀行の一つです。MUFGは膨大な量の炭素を貯留する熱帯林と泥炭地の破壊に資金提供とい
う形で加担しています。しかし、気候変動への影響については一切開示していません。 MUFGは
森林破壊の阻止を含む1.5℃目標に整合する方針を示す必要があります。」と強調しました。 
 
 また、350.org Japan代表である横山隆美は、「気候危機解決には、パンデミックへの対応と
同様に、科学者の知見を取り入れることや、全てのセクターを取り込んだ迅速かつ大胆な対策
が必要です。気温上昇を1.5度に抑えるのは時間との勝負であり、ネガティブ・エミッションな
ど今はない技術に頼ることは若い世代や将来世代に対する責任放棄と同じことです。経済に対
し非常に大きな影響力を持つMUFGは、気候危機問題に対し国連責任銀行原則に基づき、責任を
持って解決に取り組む必要があります。」と訴えています。  
 
 気候ネットワークおよび共同提案者3名は、MUFGに対する本提案に、多数の投資家の方々から
の賛同を求めていく予定です。 
 
 
株主提案 
 
三菱UFJフィナンシャル・グループへの株主提案（日本語PDF） 
The Proposal for MUFG（英語PDF） 
投資家向け説明資料：三菱UFJフィナンシャル・グループへの株主提案（日本語PDF） 
Investor Briefing：Shareholder resolution filed with MUFG（英語PDF） 
 
注1）本提案は、昨年の気候ネットワークによるみずほフィナンシャルグループに対する株主提案に続

く、日本の金融機関に対する気候変動株主提案になります。 

注2）豪NGOマーケット・フォース、米環境NGOレインフォレスト・アクション・ネットワーク、国際環境N

GO 350.orgは本提案を支持し、それぞれ、エネルギーキャンペーン担当の福澤恵、日本代表の川上豊幸、

日本支部代表の横山隆美が個人株主として共同提案に参加します。 
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